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 要 旨 
脂肪酸エチルエステル（FAEE）が直接アルコールマーカーであることは知られており、

また主に皮脂からこの行列に組み込まれるそれらの能力のために毛髪試料として調査され

る。現在の研究は、アルコールマーカーとして皮表脂質中の脂肪酸エチルエステルの使用

に関する情報を提供し確認する、既に高度に発展した方法論を用いた。皮表脂質は

SebutapesA で禁酒家やあまりアルコールを飲まない人、社交的飲酒家およびアル中患者の

額から収集された。サンプルは、ミリスチン酸エチル、エチル・パルミチン酸塩、オレイ

ン酸エチルおよびエチル・ステアリン酸塩用の直接の固相微量抽出およびガスクロマトグ

ラフ質量分析によって分析された。相対的な脂肪酸エチルエステルは、飲酒の評価として

使用された。各カテゴリーの相対的な脂肪酸エチルエステルのために得られた結果は禁酒

家(0-13.85 pg/mg)、あまりアルコールを飲まない人(11.10-26.80 pg/mg)、社交的飲酒家

(20.55-86.55 pg/mg)およびアル中患者(109.00-1243.40 pg/mg)であった。社交的飲酒家はボ

ランティアとして 2 か月間モニターとして情報を収集された。最も高い飲酒量は飲酒の 7-9
日後に一般に検知された。これらの結果から、方法論を用いて、禁酒家、社交的飲酒家お

よびアル中患者の明瞭な区別を確立することができるかもしれない。 

 




